


























きない。大きく分けても、1925 年、1935 年、1946 年に出版された「ブロート版」、
1990 年の「批判版」、1997 年の「史的批判版」の 3種類がある。このほかにも章
分けや配列の違いも含めると、複数の版が存在する 1。原題もブロート版では、Der 
 1　独自の章分けを提示した例として次のものがある。




























 2　 Franz Kafka ; Max Brod: Eine Freundschaft (II). Briefwechsel. Hrsg. von Malcolm Pasley. Frankfurt 
a. M. 1989, S.267.


























 4　 明星聖子：『新しいカフカ―「編集」が変えるテクスト―』慶應義塾出版会、2002 年、p.65
以降参照。
 5　同上、p.68.
 6　 Franz Kafka: Der Proceß. Hreg. von Malcom Pasley. Apparatband. New York/Frankfurt a. M. 1990 












　前者には 8つの束、「最初の審理」、「ひとけのない法廷で /学生 /裁判所事務局」、
















 7　KKAP App 124. 以降は、KKAP App 124-125 を参照。
 8　 Franz Kafka: Der Process. Hrsg. von Roland Reuß unter Mitarbeit von Peter Staengle. Basel/



























 9　 Franz Kafka: Drucke zu Lebzeiten. Hrsg. von Wolf Kittler, Hans-Gerd Koch und Gerhard Neumann. 
Bd. I. New York/Frankfurt a. M. 1990 (Schriften Tagebücher Briefe. Kritische Ausgabe), S.295-298. 
ただし、この手稿は現存していない。
10　 Franz Kafka: Tagebücher. Hrsg. von Hans-Gerd Koch, Michael Müller und Malcom Pasley. Bd. I. 




















かけとなって書かれた。カフカは 1912 年 8月にブロートの家で、ベルリンから来
たフェリスと知り合う。10 月末にフェリスとの文通が始まると、カフカは 1917
年までおよそ 500 通もの手紙や葉書、電報をフェリスに送った。一日に数通の手






11　 Franz Kafka: Briefe 1918-1920. Hrsg. von Hans-Gerd Koch. Bd. 4. New York/Frankfurt a. M. 2005 



























































   
17　クラウス・ヴァーゲンバハ（塚越敏訳）：『カフカ』理想社 1977 年 , p. 103.
18　 Franz Kafka: Briefe an Felice und andere Korrespondenz aus der Verlobungszeit. Hrsg. von Erich 























































1913 年 10 月 15 日、イタリアのリーヴァのサナトリウムで G.W.という 18 歳のス
イス人女性と親しくなった。この関係の詳細は不明だが、『審判』に登場する廷吏
の妻、レーニに投影されていると考えてもおかしくはない。
23　 Thomas Nipperdey: Deutsche Geschichte 1866-1918. Band I: Arbeitswelt und Bürgergeist, 







　カフカは、『審判』を 1914 年 8 月 11 日ごろから書き始め、1915 年 1 月 20 日の
日記に「書くのをやめた 26」とあることから、そこで執筆を断念した。
　批判版は、この執筆期間をさらに 2つに分けている。前半は 10 月上旬までで、
カフカがスムーズに書き進めていった期間である。後半はそれ以降で、執筆は思
うように進まず、しばしば中断した。日記にも「執筆はほとんど完全に止まった
状態 27」（10 月 25 日）、「昨日久しぶりに少しだけ前に進んだが、今日はまたほとん
ど進まず 28」（11 月 1日）、「もう書き進められない。限界だ 29」（11 月 30 日）、「まっ








　「逮捕」、「最期」を書いた翌週の 8月第 3週には、「グルーバッハ夫人との会話 /
それからビュルストナー嬢」、「最初の審理」が完結し、8月終わりから 9月初め




































35　KKAP App 111-113. 参照。
36　KKAT 678. 実際の休暇は 10 月 5 日（月）からであった。
37　KKAT 677.
38　KKAT 678.
